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コンサルタント業務のむずかしさ OR学会に入会して

15年，小さなソフトウェア会社を経営すること 10年，売

上高せいぜい年間 1~2 億のレベルから脱しきれず，コ

ンサルタント業務の壁を痛感しています. (OR業務は

売上高の 1 割ぐらし、)

実務的OR と申してもやはり理論との調和とスピーデ

ィなレポートが要求されますので、ついつい電算機利用に

走りがちですが，最近の顧客の節約ムードで，電算機の

答よりも問題へのアプローチ姿勢を評価するようになっ

たのは，やはり時代の波があるようです.

5 年以内に日本OR側(社員 10名くらし、)を設立したい

と思っていますが， この環境ではたして? というこの

ごろです.

電々中国・経調室 松尾 義明

総合科学的な問題需要量の異なる品目が数万点もある

場合に，どのように在庵管理をしていくべきであろう

か.OR問題として最近取り組んだ問題がこれで、ある.

ABC分析をはじめとした初級の統計手法を使って，実

態を調査し，いろいろな問題が発見された.

現場のOR というのは，高度な数学を使った解析よ

りも，実態調査の実施のし、かんによっていると思う.ど

の品物が死蔵品になっているのかを平く把握することが

適切な在庫管理を可能にしている.ここで，在庫管理上

欠かせない問題として，死蔵品についての判定基準とそ

の処理基準の決定に関する問題がある.このような問題

は，数学だけでは解けない.経済学や社会学あるいは生
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システムの世界とは 白分が現在コンピュータのシステ

ム作成に参加していて，ふと思うことがあります. I畳と

なんとかは新しいほうがし、い」などとし、L 、ますが， これ

がシステムの世界では I新しくなければならなし、!とい

うことです.

「常識j という言葉があります.しかし，昨日の常識

は今日の常識ではない.今日の常識たり得ないものが明

日の常識たり得るはずがないという話があります. 10年

後にも，なお新しい.それはシステムの質というものを

決定的にする要素ではないでしょうか.月I のモデノレチェ

ンジのような話がコンビュータにもあるようです.

システムというものは，実体がもともとあるのかない

のかよくわからないようなもので，不確かなことこのう

えもありません. ときどき，自分は何と異常な世界にい

るのかと思うことがあります.

撃事長営工学科 黒沢 敏朗

OR と KJ法と IE と 今年の 4 月から，昨年に新設さ

れたばかりの摂南大学に勤務しています.大阪府大大学

院在学のころからのテーマである“適応的予測法"につ

いてを引きつづき研究しています.研究対象とするのに

格好の時系列は数多いのですが，モデノレが追いつかない

のが問題です.

他方，問題解決学としてのKJ 法にも関心を持ってし、

ます. OR も問題解決学としての性格を持っていますか

ら， KJ 法の考え方から学ぶものは多いと思います.K

J 法での問題解決のステップに即していえば，モデルづ

くりから最適方策の探索という ORのプロセスの前段附

として，現状把握の方法としての 1 E技法や本質をつか

む方法としての統計解析の手法を活用することが重要だ

と思われます.とくに，予備調査の段階で各種の 1 E技

法をどしどしとりいれることが必要だと考えています.

IIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII I\ I I\ I I\ II I\ II I1 I I1I1 I I\I\ II11111111111111111111111 1\ 111111111111 1\ 111111111 1\ 11111111 1\ 11111 1\ 11111 1\ 111111111111111111111 1\1\ 11111 1\ 11 1\1\1\ 11 1\ 111111111111 1\ 11 1\ 11 1\ 111111111111111日 1111111111111111 1\ 1

54 オペレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



l川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11111川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川111川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川111川11川川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川111川川11川11川川11川11川11川111川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川111川川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川11川川11川11川11川川11川11川1111川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11山11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11山川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川111川川11川川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川山11山川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川111川11川川11川川11川11川11川11川111川11聞11川川11川11川111川11川川11川川11山川11川川l川川11川川11川川11川川l川川11川11川111川111目11川11川川11川111川1111川川11川11川111川11川11 l 

品害賠華道 塚本 広幸

国鉄と OR 50年 7 月，元東大学長の茅誠司氏が国鉄の

理事に就任された. 7 月末の理事会で49年度決算報告が

あり，単年度で 6， 500 億円，累積で 2 兆 2， 400 億円の赤

字について説明された.これに対して意見を求められた

新任の理事は， r国鉄が止まったらたいへんな影響力~I:Hる

のではないか，国鉄の果している役割はそんな赤字額に

比べてはるかに大きいのではないか」とし、う意味の返事

をされた.話が発展して，ストの社会的影響の計測をO

R グループが担当することになった.

マグロ的に，国鉄がGNPの産出に寄与するウェイト

を計測することを試みた.短絡的なモテ、ノレを考え，旅客

輸送と貨物輸送が 1 日ストップしたときには，合計で 1

日あたり GNP の16%がおちこむものと推定した.

日 1年度は運輸調査局の協力のもとに SD研究のチーム

をつくり，国鉄の存在価値というような問題を解くこと

に目標をおき，いまは基礎的な研究につとめている.

最後に個人的なことを.く渡辺茂， 長茶羅から SDへ

の道， bit 臨時増干1]( システムダイナミックス)， 1973年

6 月号〉を読んだことによって，仏典研究に 1 つの方向

づけができたことを喜んでいます.

品主豊科医師会 福島 憲治

歯科疾患実態調査の分析から 数年来日本歯科医師会調

査率で会務上の調査資料の推計学的分析に従事していま

す.定期的な仕事は歯科医院の経営実態調査や会員の年

金・福祉事業のための入会・死亡者数予測等ですが，本

来の課題は医療の社会的需要・供給関係をしっかりつか

んだうえでの，将来の個人開業医の医療活動や経営方針

のガイドラインを立てることです.

この問題は国民経済的あるいは地域医療システム構想、

等で大局的にはおさえられているが，さて，需要・供給

関係のフローのネットワークを想像して人と金の流れを

のせてみると，一竜要な結節点の出入品:はおさえてあるが

怖いの要素の自律機能や適切なコントローノレ子段が未解

決で，システム環境もよくわかっていないといえそうで

す むろん日本の社会だけの問題ではありません.とに

かく手のつくところからと思い陶科疾患実態調査の分析

を進めております.

最近読んだイエへツケノルレ.ドロアの「政策利学のデザ

イン J (1丸L干善奪)はおもしろい本だと思思、いました.

千葉県公害研究所 同
地盤沈下研究宗 /尽 雄

地盤沈下問題に取り組む OR学会に入会しまして，ま

だ 2 年目です.入会の動機も実に突飛で、した. 昨年の

IFORS のフィーノレド・トリップを， お引き受けするこ

とがタ先:行し Tたこ紡呆果手で

でlは土 ORíは土他人の世界のものと思つていましたが， フィ

ーノレド・トリップをお引き受けすることと，もちまえの

好奇心から入会させていただきました

地聡沈下問題にたす.さわって現在で 6 年目です.地盤

沈下の被害は，はた目に気づいた時点で、は膨大な公共資

本の損失が生じていることが特徴です.また，地盤沈下

l土地下水や水溶性天然ガスなどの過剰な採取が原因であ

り，この現象を生ずるメカニズムもかなりのところまで

はっきごりさせてきました.

現在は，地盤沈下の被害を最小限(理想、はゼロですが)

にすることと，地下水や天然ガスの水資源および、エネル

ギー資源としての利用面を具体的な採取量をもって，ど

う調和させるかを考えています.

星空藷i弘一開発課 冨田 倫也

建設工事の特殊性と OR 建設工事の大型化にともなっ

て，合理的・経済的な建設機械の運用をはかることが重

要とたり， ORの手法を適用しながらこの問題をできる

だけ幅ひろく検討したいと考えております.

企業にとっては必要な品質を保証しつつ最経済的な工

事遂行が至上命令であり，このことは他産業と異にする

ものではないと思われます.まさしく最適化という OR

の格好の問題となりますが，遺憾ながら建設工事の特殊

性(大略受注生産， 一品生産， 属地生産の三点に起因す

る工事ごとの制約条件を持つこと)と小生の乏しい知識

とによって満足すべき解決策を見いだす手段は初歩的，

試行錯誤的な方法にならざるを得ないことになります.

それでも，し、くつかの数理計画の手法の試行によって実

務上の問題と理I倫上の問題に直接触れることがで、きたこ

とは l つの成果といえますし，いろいろ検討すべき点が

散自5しているので，今後とも ORの勉強とあわせながら

地道に研究しようと意を固くしているところです.
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